
(57)【要約】　　　　（修正有）

【解決手段】油回収ベルト１に油掻き取り板２を取り付

けるとともに、油回収ベルトの上部に加熱保温区画５を

設けて、温風または蒸気により油回収ベルトから回収し

た油を脱落させる装置である。また油回収ベルトを複数

装着し、水中ポンプ８で高粘性化した流出油を油掻き取

り部に吸引して連続的に流出油を回収できるようにした

装置である。

【効果】これまで回収が十分できなかった高粘性の流出

油を狭い場所、浅い海はもとより外海において効率的に

回収できる。また油回収ベルトの網目を細かくすれば、

粘性の低い油の回収も可能であり、その時は吹き付ける

空気を加熱しなくてもよい。またゴミ等の回収も可能で

あり、同一の機構で多機能の用途が可能である。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　ループ状の網目構造の油回収ベルトに海

上に浮遊する高粘性油を掻き取るための油掻き取り板を

取り付け、油回収ベルトの上部に加熱保温区画を設ける

とともに油回収ベルトに水平部を設けて、水平部の下側

で掻き取った油を高温の温風または蒸気により加熱する

とともに、温風または蒸気を吹き付けることにより高粘

性の回収油を完全に脱落させて回収することを特徴とす

る高粘性油回収装置。

【請求項２】　海上に浮遊する高粘性油を連続的に効率

よく回収するために請求項１の油回収ベルトを複数装着

し、水中ポンプにより高粘性油を油掻き取り部に吸引し

て回収することを特徴とする高粘性油回収装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は高粘性化した流出油

や低温度のために高粘性となった流出油を回収する装置

である。

【０００２】

【従来の技術】従来の回収装置は平坦なベルトによって

流出油を回収するため、回収効率が低く、回収部への高

粘性油の誘導が間接的で回収が十分できなかった。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】海上を浮遊する高粘性

油はゲル化したり固化したりしているため、固体を回収

する場合に類似したふるまいをする。高粘性油の回収は

平坦な板状のベルトでは浮遊する油が逃げてしまって回

収できないため、流れや波の影響を受けないように網状

のベルトとしなければならない。また高粘性油は水流が

弱く、プカプカと浮いている状態ではベルトの上に乗っ

てこない。このため、高粘性油を掻き取るようにすると

ともに、浮遊する高粘性油を油掻き取り部に吸引して連

続的に回収ができるようにする。

【０００４】

【課題を解決するための手段】本発明は高粘性油を回収

するために、油回収ベルトをループ状の網ベルトに一定

のピッチで油掻き取り板を取り付ける構造とし、海上に

浮遊する高粘性油を掻き取るようにする。油回収ベルト

に回収された油は通常はヘラやブラシやローラーで掻き

落とされるが、本発明では油掻き取り板を設けたため通

常の方法を適用できない。そこで油回収ベルトの上部に

加熱保温区画を設けるとともに、ベルトが水平になる部

分を設けて、水平部の下側で回収した油が重力で落ちや

すくするとともに、水平部の前部及びベルト内側から回

収油に高温の温風または蒸気を吹き付けることにより、

油の粘度を小さくするとともに、吹き付ける圧力により

完全に回収油が脱落するようにした。

【０００５】海上に浮遊する流出油を油回収ベルトの油

掻きとり部に誘導するためには、油回収ベルトを回収船

に取り付けて航走するか、海流に向かって船をたてる

か、真空ポンプや水中ポンプで流出油を吸引する等の必

要がある。本発明は狭い場所、浅い海、流れが緩やかな

所にも適用できるように、油回収ベルトを複数取り付け

て、中心に水中ポンプを設けて四方から油を吸引して効

率よく回収できるようにした。

【０００６】

【発明の実施の形態】高粘性油回収装置を図－１、図－

２に示す。油回収ベルトの詳細を図－３に示す。油回収

ベルト の油掻きとり部 で回収された油は上方のベル

ト水平部 において、温風または蒸気により加熱されて

粘性が低下するとともに、温風または蒸気を温風吹き付

けノズル で吹き付けることにより、油回収ベルトから

完全に脱落する。油回収ベルトから回収した油を脱落さ

せるために、油回収ベルトの上部は周辺に熱が逃げない

ように保温区画 を形成している。脱落した油は下方の

油溜 に溜まり、回収船等にホース で吸引されて回収

される。ホースによる吸引が困難な固化した油等は油回

収ベルトを一箇所取り外して、ベルトコンベアー等で回

収可能である。

【０００７】高粘性油回収装置は喫水線がほぼ一定に保

たれ、波浪や海流等の影響を受けず、周辺の油を水中ポ

ンプ により吸引して連続的に回収が可能である。

【０００８】油回収ベルト はプラスチック製の網 を

ゴム板等で周辺を補強して駆動板▲１０▼及び油掻き取

り板▲１１▼にビス等で取り付けた構造をしている。ま

た駆動板及び油掻き取り板の両端をループ状のワイヤー

▲１２▼及びスペーサー▲１３▼により一定の間隔とな

るようにループを形成させる。油回収ベルトの駆動は駆

動板及び油掻き取り板の中央に明けた駆動用穴▲１４▼

に駆動ギアの歯がかみ合って駆動される。

【０００９】

【発明の効果】本発明はこれまで回収が十分できなかっ

た高粘性の流出油を狭い場所、浅い海はもとより外海に

おいて効率的に回収できるものである。また油回収ベル

トの網目を細かくすれば、粘性の低い油の回収も可能で

あり、その時は吹き付ける空気を加熱しなくてもよい。

またゴミ等の回収も可能であり、本発明は同一の機構で

多機能の用途が可能である。

【図面の簡単な説明】

【図１】高粘性油回収装置の全体図（側面図）である。

【図２】高粘性油回収装置の全体図（平面図）である。

【図３】油回収ベルトの詳細図である。

【符号の説明】

　油回収ベルト

　油掻き取り部

　ベルト水平部

　温風吹き付けノズル

　保温区画

　油溜

　ホース
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　水中ポンプ

　網

▲１０▼　駆動板

▲１１▼　油掻き取り板

▲１２▼　ワイヤー

▲１３▼　スペーサー

▲１４▼　駆動用穴

【図１】
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【図２】
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【図３】


